
質問回答 

2018年 12月 25日 

【カリコム省エネルギー推進プロジェクト】 

 （公示日： 2018年 12月 12日／公示番号：180497）に係る質問について、以下のとおり回答致します。 

通番号 当該頁項目 質問  

1 第１ 企画競争の手続き 

７ プロポーザル等の提出 

（６）見積書 

旅費（航空賃）は別見積りで間違いないでしょうか。

（４ページ記載の「本見積化に伴う取扱いについて」

が、やや印刷が薄いものの他の薄消し部分よりも

濃く見えるため、念の為確認をいたしたく存じま

す。） 

旅費（航空賃）は別見積りです。 

2 第２ 業務の目的・内容に関する

事項 

６．業務の内容 

（４）活動 

「3-15. プロジェクトの効果を他のカリコム諸国に共

有する【J,S,B】」とありますが、a) 対象国にトリニダ

ード・トバゴ【T】が入っていないが、間違いないでし

ょうか(産油国ゆえ除外されているのでしょうか)。b) 

他のカリコム諸国、というのは、カリコム加盟国全て

を対象とするものでしょうか。 c) 共有の方法は、ど

のような方法が想定されていますのでしょうか。 

a) トリニダードトバゴ【T】 も含めるとしてくださ

い。 

ｂ）はい、カリコム加盟国すべてを対象としま

す。 

ｃ）共有の方法については、プロポーザルでご

提案ください。 

3 第２ 業務の目的・内容に関する

事項 

６．業務の内容 

（４）活動 

「4-12. プロジェクトの効果を他のカリコム諸国に共

有する【J,S,B,T】」とあり、3-15には含まれていない

トリニダード・トバゴ【T】が含まれていますが、間違

いないでしょうか。b) 他のカリコム諸国、というの

は、カリコム加盟国全てを対象とするものでしょう

か。 c) 共有の方法は、どのような方法が想定され

ていますのでしょうか。 

→上記 2の回答をご参照。 



4 第２ 業務の目的・内容に関する

事項 

６．業務の内容（７）機材の調達 

プロポーザル・見積書提出の段階では、具体的な

測定機器の提案・想定は不要と理解してよろしいで

しょうか。 

→はい、現時点では不要です。案件開始後の

ベースライン調査期間中に機材のご検討、ご

提案をお願いしたいと思います。 

5. 第２ 業務の目的・内容に関する

事項 

６．業務の内容 

（８）キックオフワークショップの実

施 

「計 10 名の参加」について、航空賃、宿泊費、日当

や、会場費の見積り方法(内国旅費の扱いを含む)

についてご指示ください。また、「広報の観点からメ

ディア等への働きかけ」について、想定されるメディ

ア（新聞、テレビ等）についてご教示ください。 

 

ワークショップ実施地が未定のため、暫定的に

開催地をガイアナとして、航空賃、宿泊費、日

当を見積もってください。 

メディアについては、開催地にもよりますが、現

地新聞やテレビ局への情報提供等が考えられ

ますが、より効果的なメディアがあればご提案

下さい。 

6. 第２ 業務の目的・内容に関する

事項 

６．業務の内容 

（１２）現地/域内研修の実施 

現地研修の会場費は相手国側から提供される想定

か、あるいは見積もりを要するかご指示ください。 

また、ガイアナでの実施中の案件について、「案件

の進捗を見つつ」とありますが、案件の進捗は貴機

構から提供され、その提供された情報に基づいて、

研修題材として活用を検討することが求められてい

るものと理解をしてよいでしょうか。あるいは、コン

サルタント自身がガイアナへの渡航を行い、案件の

進捗を確認することが求められ、この費用は見積り

を要するものか、ご指示ください。 

→現地研修は、先方実施機関の会議室等を利

用する想定のため、見積もりは不要です。ま

た、ガイアナで実施中の案件の進捗は JICAか

ら提供いたします。 

7. 第２ 業務の目的・内容に関する

事項 

６．業務の内容 

（１６）広報活動 

パンフレットの作成回数・タイミング（プロジェクトの

途中で何度か作成するものか、あるいは、完了近

い時点で１回か）、言語（英文のみで差し支えない

か、本邦向けとして和文も必要か）、部数をご教示く

ださい。 

→年に 1 回程度作成してください。また言語は

英語のみ、部数は、400部/回としてください。 

以 上 


